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1． はじめに 

2007 年 3 月 25 日に発生した能登半島地震(M=6.9)では、家屋の被害に加えて道路盛土の被害が多く発生し

た。また、穴水の谷埋め盛土の造成地も被災した。このような盛土の被害は地震のたびに発生し、さらに，

近年宅地開発が多く行われてきたことに伴い被害数も増加している。ところが、盛土の地震時の挙動から始

まり、被災のメカニズム、安定性や変形量の評価方法、有効な耐震対策方法と、まだまだ明らかにされてき

ていないのが現状であろう。盛土の上部は不飽和状態であるが、下部は飽和状態と飽和条件が異なるため、

地震時の挙動が異なるはずである。また、盛土材も多種多様であり、さらに締固め度、地下水位も盛土によ

ってまちまちである。このような種々の条件下での盛土の動的挙動に関して、筆者達は室内実験をいくつか

行ってきている 1), 2)が、まだまだ十分でない。 

 一方、昭和 30 年代から多く開発されてきた造成宅地では、盛土されている箇所が見た目では分からない。

このような既設造成盛土に対して、昨年改訂された宅地造成等規制法によると、危険な大規模谷埋めの造成

宅地盛土を抽出し対策を施す必要が出てきた。そのためには新・旧地形図や航空写真から既設盛土を抽出し

なければならない。このような 2 つの観点から、能登半島地震で被災した盛土の土の物性をとり急ぎ求め、

さらに、被災した造成地が新・旧地形図から抽出できるものであったか検討をしてみた。 

2． 被災した盛土の土質特性 

筆者達は地震発生の 1 週間後に現地にはいり、被災した盛土の土

を採取した。採取した土は能登有料道路の 2 箇所と穴水の老人ホー

ム 1 箇所である。穴水の崩壊状況を写真 1 に示す。ここは狭い谷に

盛土をした箇所である。崩壊状況の平面図と断面図の概略を描いて

みると図 1 となる。ただし、正式に測量した訳ではないので、寸法

は概略の値であることをお断りしたい。これらの写真や図に示すよ

うに。ここでは小さな谷に埋めた盛土が、幅約 36m で長さ約 40m

ほどすべっていた。すべった先端は盛り上がっていた。また、下端

付近では水がしみ出していた。この箇所から採取した盛土は図 2 の

粒径加積曲線に示すように細粒分を 50％程度含んでおり含水比は

32%と高かった。 

能登有料道路の盛土崩壊箇所から採取した土の粒径加積曲線も図

2 に示すように同様な粒度配合となっていた。含水比も 30%、41%

と高かった。このような粒度配合は筆者達が小千谷や厚木の道路盛

土から採取した土 2)とほぼ同じであった。 

3． 被災した箇所の新・旧地形図の比較  

穴水で盛土が崩壊した位置を平成8年と昭和30年に国土地理院か

ら発行している 1/50,000 の地形図上に示すと図 3 となる。この図は 1km×1km の範囲を示している。崩壊幅

の 36ｍは 1/50,000 の地形図では 0.7mm しかない。図 3 は拡大して載せているが、それでも地形図上ではほ
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写真 1 穴水の盛土の崩壊状況 
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んの狭い範囲にしかすぎない。

したがって、この程度の盛土領

域を 1/50,000 縮尺の新・旧地形

図を比較して探し出すことはな

かなか困難であると言えよう。 

 また、新・旧地形図を比較し

てみると造成していないと思わ

れる所でも微妙等高線の形状が

異なっている。ちなみに崩壊箇

所を東南東―西北西に横断する

断面をとり、コンターを元に地

表面の高さを描いてみると図 4

のようになる。これを見ても造

成したことは判断できないよう

である。したがって、新・旧の

1/50,000 地形図を比較しただけ

ではもともと小規模造成盛土箇

所の抽出は難しいと言えるかも

しれない。このような比較をす

る時に用いるデータ精度と、得

られる精度に関して例えば文献 3 で言及がなされているが、やはり、新・旧の航空写真から精密に測量を行

わなければ、なかなか造成箇所と範囲などが分からないということであろう。 

４．あとがき 

2007 年 3 月 25 日に発生した能登半島地震で崩壊した 3 箇所の盛土について考察してみた。ただし、地震

が発生してまだ 2 週間しか経っていなく調査・試験もまだ始めたばかりのため、発表時には今後の研究を含

めたいと考えている。 
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図 2 採取した盛土の粒径加積曲線 

図 1 穴水の崩壊の概
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図 3 穴水の崩壊地点の平成 8 年と昭和 30 年の 1/50,000 の地形図

図 4 崩壊箇所を通る断面における標高の比較 
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